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Europe組 Observatory for SMEによると、 1995年EC16ヶ国中での中小企業数は約1， 600万あり、
そのうち、従業員250人以下の企業割合99.8%、零細企業数は1 ， 520万企業に達しており、全中
小企業数の規模別比率は、零細企業(従業員10人以下) 93%、小企業(同1O~49人) 6%、 4




















らかれている Recontres de St.Gall と呼ばれる先駆的学会のみならず、 1970年代以降は、学問的交
流をはかる会議・研究グループがいくつか発足し、また、研究者のための専門課程であるEuro-

























( 3 )間苧谷 努「イタリアの中小企業研究一 1970年代後半の新しい展開一 J Cf中小企業季報.1 1982年 8
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e Suggerimenti tratti del' Indagine Pilota, 1963, Giovanni Lasorsa, L' Artigianato in ltalia -Relazｭ
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分化 (fruntumazione) J の傾向、②成長産業部門の 12 極化 (bipolarrizazione) J による中小企業
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学問的関心は、「第 3 のイタリアJ 中小企業生産システムの「フレクシピリティー」と「自己革
新能力」に集中してゆくことになる。
彼らは、イタリア経済にしめる中小企業の比率の高さに着目し、その存立要因を、イタリア
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彼らは、北西部= I中核経済j、中部・北東部= I周辺経済」、南部= I限界経済j としてと









さらに、「周辺経済j を形成する「第 3 のイタリア」の諸州は、極めて特化された特定の地区
に中小企業・手工業が集中立地する多くの「産地Cil distretto industriale) J をもち、これら「産
地」が、この地域諸州の発展の「原動力」あるいは「拡散型工業化J の核となっている。この




「第 3 のイタリアJ に中小企業生産システムの支える「産地」が集中立地するに至った要因
として、①そこに伝統的に存在していた「折半小作制度 (Mezzadria) J 、②歴史的背景をもっ地






(13) I第 3 のイタリア」の実証的研究をおこなったM.J. ピオーレやC.F. セイベルも、中小企業生産シス
テムが核となって「拡散的工業化J を実現させた地域として、この「第 3 のイタリア」をあげ、世界
的にも注目された。 (Piore， M. J. & Sabel, C. F. , ltalian Small Business Devlopment -Lessons for U. S. Inｭ
dustry Policy, Zysman J. & Tyson, H. ed. , American Industry in Intematinal Competition, Ithaca, Comell 
































(14) Brusco, S., Small Firms and Industsial Districts: The Experience of Italy, Keeble, D. & Weber, E.ed. , New 
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V 最近のイタリア中小企業研究の動向 (1980年代末から 1990年代)
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nelliなどで研究されはじめていたが、 1980年代後半から 1990年代になって、「第 3 のイタリ
ァ」の産地における「企業誕生率」が他地域に比し高い点が注目され、「産地」のインキュベー
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ると、 R. ヴァラルドと I・フェルッチは指摘している。
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研究のさらなる充実」と、現在イタリアに欠けている組織的研究を実現しうる「学問的インフ
ラづくり」が、いま一層期待されている点を指摘して、本稿のむすびにかえたい。
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